
パ ル 

●秋の新製品情報 
●にっぽん探訪 自然と歴史が見事に調和した古都（京都市・嵐山、嵯峨野） 
●施工現場レポート 高温排水システム（東京都江東区） 

万一の断水時に36　の飲料用水を備蓄。 
安心の住まいは 
 
 
「貯めてるゾー」が守ります。 

●集合住宅にも設置可能な薄型設計です。（高さ242mm） 
●耐震住宅のデッドスペースに設置できますので、 
居住スペースや収納スペースに影響はありません。 
 

●集合住宅にも設置可能な薄型設計です。（高さ242mm） 
●耐震住宅のデッドスペースに設置できますので、 
居住スペースや収納スペースに影響はありません。 
 

非
常
兼
用
 

給
水
栓
が
 

台
所
の
場
合
 



従来配管

KCユカマス 

低位通気弁内蔵蓋により 
安定した排水性能を実現 

低層住宅用 床下設置型合流ます

◇一世帯分の排水（雑排水5器具
＋汚水2器具）を合流可能です。

◇ＫＣユカマスの流出径は呼び
径100を採用しています。

◇流入管底高が低く、勾配の確保
が容易です。

安 定した排水性能 定した排水性能 

封水トラップの破壊（破封）を引き起こ

す負圧の原因は、基礎貫通部から宅地

ますまでの配管にありました。クボタ

シーアイは、ＫＣユカマスの蓋に低位

通気弁を内蔵することで問題を解決。

居住空間の衛生性を保ちます。

2F 汚
水

1F 汚
水

1F 雑
俳
水

流入径
75 流入径

75

流入径
75 流出径

100

実績のある在来配管と同様

に、汚水（トイレ排水）と雑

排水はます（ＫＣユカマス）

で合流、流出径を100とし

ました。

居住空間の衛生性を確保

排水を瞬時に排出

仕切板により排水を瞬時に排
出します。

安心の耐圧性能

0.1MPa×1分間の耐圧性能
を有しています。

低位通気弁内蔵蓋により、下
流側の配管に関わらず、確実
に破封を防ぎます。

安心の設計 

秋の新製品情報 
クボタシーアイはこの秋、続々と新製品を発売します。

新発想のシステムから定番商品の新ラインナップまで内容盛りだくさん。今後の設計・施工に是非お役立てください。

２００７ 
秋　号 
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秋の新製品情報  KCユカマス／透明DV継手／DV継手／ 
高温排水用HTDV継手／ 
下水道用ポリエチレン管用フランジ短管（アタッチメントレス）  

施工現場レポート（東京都江東区・高温排水システム）  

にっぽん探訪（京都市・嵐山、嵯峨野）  

工事店さま訪問記（協和管工株式会社）  

KCニュース 「下水道展‘07東京」のご報告 

「第39回管工機材・設備総合展（東京）」／ 
「第13回管工機材・設備総合展（大阪）」のご報告 
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14

ミズエおばあちゃんの知恵袋「野菜を長持ちさせる方法」 

KCニュース「横浜水道展（第41回水道資機材展示会）」のご報告  

パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「じゃがいものグラタン」 

KCニュース「第2回震災対策技術展／自然災害対策技術展 宮城」のご報告  

お便りコーナー／イラストありがとう  

読者プレゼント付きクイズ／編集後記 

主な部材は「本体」と「側板」の2種類。

●組立部材の削減 

本体

側板

持ち手が付いた本体

本体は「持ち手」があり、側板は「ワ

ンタッチ」で取り付け可能。

●簡単な組立 

パレットレスでの荷降ろしの様子

●パレットレス輸送が可能で、パレッ

トのリデュース効果が期待できます。

●RoHS基準をクリアし、有害物質が

含まれていないことを確認。

土壌に係る環境基準をクリアし、有

害物質が溶出しないことを確認。

●環境負荷の低減 

維持管理器具がシステム内に入り、

点検・清掃作業が可能。

●優れた維持管理性能 

カメラ付自走検査ロボットによる点検

貫通部で維持管理が可能

雨水貯留浸透製品 

RAIN望 新登場!新登場!新登場!

人にやさしく、環境にもやさしい 人にやさしく、環境にもやさしい 人にやさしく、環境にもやさしい 

クボタシーアイの新しい雨水貯留浸透製品「RAIN望スタジアム」は、作業者の負担を考え、本

体に持ち手を付けて部材のハンドリングを向上させました。また、パレットレス輸送を可能にし

たためパレットや梱包材等の廃棄物が発生しない上、輸送エネルギーの削減も期待できます。

さらに、RoHS基準をクリアし、有害物質を溶出させませんので安心してご使用いただけます。

特長  

用 

途 

トレンチ 
公 園  
 

● 

● 

 

学 校  
駐 車 場  など 

● 

● 
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特 長

秋の新製品情報 秋の新製品情報 

DV継手 

排水用硬質塩化ビニル管継手

シースルーだから接着ミスを逃さない！ 

90°大曲がりＹ、45°Ｙに大口径サイズがラインナップ 

全サイズアタッチメントレスで施工性向上 

品揃え

関連商品

1
施工管理の簡素化
透明DV継手とカラータフダインブルーの仕様
で接合部の接着確認が目視で容易にできます。

2 ヒューマンエラーの防止
接着剤の塗り忘れが防止できます。

カラータフダインブルー接着剤 
管・継手の接合には必ずカラータフダインブルー接着
剤をご使用ください。

メーカー規格品 メーカー規格品

JIS K6739品

下水道用ポリエチレン管用フランジ短管（アタッチメントレス）

従来品揃えしておりましたφ200、φ250のフランジ短管は、別途アタッチメントを介して接
続する必要がありましたが、これによりφ50～150と同様に直接接続できるようになりました。

透明DV継手＆カラータフダインブルーで接合部の接着は一目瞭然。

性状

低粘度速乾性 
（粘度500mPa･s） 

 

色

ブルー 

規格

メーカー規格品 

 

容量

500g缶（ハケ付） 

1kg缶（ハケ付） 

 

90°大曲がりY 品番：2155  略号：LT
メーカー規格品

品番：8440 略号：PE-F200-AL

メーカー規格品

品番：8440 略号：PE-F250-AL

45° Y 品番：2157  略号：Y

高温排水用HTDV継手 

エコキュートの高温配水に適したHTDV継手の品揃え強化 

メーカー規格品

90°エルボ  
品番：2191
略号：HTDV-DL

メーカー規格品

45°エルボ 
品番：2193

 略号：HTDV-45L

メーカー規格品

90°Y 
品番：2194
略号：HTDV-DT

メーカー規格品

ソケット 
品番：2198
略号：HTDV-DS

施工例

アタッチメント

+

従 来 新 規 

備考  1） フランジはJIS 10K形です。 2） パッキン（リブ付）が同梱されます。 
 

サイズ

40
50
65
75
100
125
150
200

50×  40
65×  40
65×  50
75×  40
75×  50

　  75×  65
　100×  40
　100×  50
　100×  65
　100×  75
　125×  65
　125×  75
　125×100
　150×  65
　150×  75
　150×100
　150×125
200×100

 

NEW

透明DV継手 

NEW

サイズ

40 
50
75

NEW

NEW

サイズ

50
75 NEW

メーカー規格品

ヤリトリ機能付90°Y 
品番：2196

略号：HT-LEST-S（受口）
HT-LEST-P（差口）

サイズ

サイズ

200

サイズ

250

サイズ

40 
50
75

NEW

NEW

サイズ

50
50×40
NEW

品番：1039

品番
略号

品名

2158
DS
40
50
65 
75 
 

ソケット 

サイズ

2151
DL

90° 
エルボ 

2153
45L

45° 
エルボ 

2152
LL

90° 
大曲がり 
エルボ 

2155
LT

90° 
大曲がり 
Y

2157
Y

45° 
Y

2159
IN

インクリーザ 

2154
DT

50
50X40
65X40 
65X50 
75X50

50
50X40

50X40 
65X50

50 
50X40

90°Y

サイズ

40
50
65
75
100
125
150
200

40×  30
50×  30
50×  40
65×  40

65×  50
　  75×  40
　  75×  50
　  75×  65
　100×  40
　100×  50
　100×  65
　100×  75
　125×100
　150×100
200×100 
200×150NEW

NEW

NEW

エコキュートや電気温水器の高温排水には、それに適
した配管材が必要です。クボタシーアイのHTDV継手
やHTパイプは、戸建て住宅から集合住宅における高温
排水に幅広く対応します。今回、新たにHTDV継手に品
揃えが増え、ますますお使いいただきやすくなりました。

75×50NEW
NEW

40
50
65 
75 
 

NEW

40
50
65 
75 
 

NEW

40
50
65 
75 
 

NEW NEW

NEW

NEW NEW NEW NEW NEW

NEW

（S） （P）

集合住宅向配管例

5
0
m
m
以
上

貯湯タンク
ユニット

排
水
立
管

H
T
パ
イ
プ

HT-LEST 耐熱排水
トラップII型

34



製品案内 

HTDV-VUHB 
100×50

ヒートポンプ 
ユニット 

貯湯タンク 
ユニット 

HTDV DL50

耐熱排水トラップII型 

マルチレックス　 

特 長 

マルチタッチ 

エコキュート・電気温水器に対応！  
高温ドレン配管に適した配管材 

●耐熱樹脂により優れた耐熱性（90℃）
を発揮し、長期間、管路を守ります。  

●耐食性に優れ、管路が錆びません。 

特 長 

●曲げ状態を保持します。  
●往き管、戻り管を保温材色のアイ
ボリーとオレンジで識別します。  
●専用のワンタッチ継手（マルチタッチ）
により安心でスピーディーな施工が
可能です。  
●保温材、10mm、20mmの品揃え。 

フレキシブル＆簡単接続で 
「エコキュート」の配管をスピーディーに 

金属強化ポリエチレン管 

HT-マス90Y 
100×100-150

HTDV-DL 
50・25・20

HT-マス90Y 
100×100-150

HTVP 直管 
50・40・25・20

耐熱排水トラップⅠ型 
50

耐熱排水トラップⅡ型 
50・40

保温材付マルチレックス（呼び径 10、13） 

マルチタッチ（呼び径 10、13） 

エコキュートの配管を 
トータルにサポート 

アイボリー オレンジ 

メスねじ 
アダブタ－ 

袋ナット 
アダブタ－ 

ユニオンエルボ 

戸建て住宅の配管例 

施
工
性
に
優
れ
、管
路
が
錆
び
な
い 

東京都 
江東区 

▲株式会社長谷工コーポレーション 
建設部門　第一施工統括部 建設3部 
上席所長　成田　義徳さん 
 

▲東洋設備株式会社 
角田　信一さん 
 

 

燃
焼
を
伴
わ
ず
、大
気
か
ら
熱
を
吸
収
し
て
そ
の
熱
を

利
用
し
て
お
湯
を
沸
か
す
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
。エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
高
い
た
め
給
湯
コ
ス
ト
が
押
さ
え
ら
れ
、ま
た
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

近
年
そ
の
需
要
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
貯
湯

タ
ン
ク
か
ら
出
さ
れ
る
高
温
排
水
。
最
高
で
90
℃

に
も
な
る
た
め
、耐
熱
用
の
配
管
材
が

必
要
と
な
る
。
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、

ド
レ
ン
か
ら
排
水
用
立
管
ま
で
の
配

管
材
に
給
湯
配
管
で
実
績
の
あ
る
耐

熱
性
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
を
採
用
。

高
温
排
水
を
安
心
し
て
処
理
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。 

　
今
回
、そ
ん
な
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
高
温

排
水
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る

の
か
確
認
す
る
た
め
、東
京
都
内
で
建
設
が
進
ん
で

い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
現
場
へ
と
向
か
っ
た
。
江
東

区
北
砂
の
Ｊ
Ｒ
小
名
木
川
貨
物
駅
跡
地
に
建
設
中
の

「
東
京
ス
イ
ー
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
は
株
式
会
社
長

谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
設
計
・
施
工
を
担
当
。

次
世
代
型
オ
ー
ル
電
化
や
自
走
式
駐
車
場
な
ど
最

新
の
設
備
を
採
用
し
な
が
ら
も
和
の
趣
を
採
り
入

れ
た
注
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

　
工
事
は
各
ベ
ラ
ン
ダ
に
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
各
種
耐

熱
用
配
管
材
を
専
用
接
合
剤
と
バ
ン
ド
に
よ
っ
て
施

工
す
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
。エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
貯
湯

タ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
後
、露
出
す
る
配
管
部
に

外
壁
に
合
わ
せ
た
塗
装
が
施
さ
れ
た
。
今
後
は
配
管

部
の
上
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
が
セ
ッ
ト
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。 

　
配
管
施
工
を
担
当
す
る
東
洋
設
備
株
式
会
社
の

角
田
信
一
さ
ん
は
、高
温
排
水
の
処
理
に
鋳
鉄
製
の

ト
ラ
ッ
プ
と
鋼
管
を
使
用
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、「
と
に

か
く
軽
い
た
め
に
、扱
い
は
簡
単
。
な
ん
と
い
っ
て
も
マ
ン

シ
ョ
ン
の
戸
数
が
多
い
で
す
か
ら
、全
体
的
な
作
業
負
担
は

軽
減
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
施
工
現
場
で
容
易
に
管
の
加
工

が
で
き
る
の
が
利
点
で
す
」
と
耐
熱
性
硬
質
塩
ビ
管
の
施

工
性
の
良
さ
を
指
摘
。
さ
ら
に
、耐
熱
性
硬
質
塩
ビ
管
の
一

番
の
メ
リ
ッ
ト
し
て
錆
の
心
配
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
る
。

「
鋼
管
の
場
合
、ね
じ
に
よ
る
接
合
で
す
か
ら
ど
う
し
て

も
錆
の
不
安
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
」
。 

　
一
方
、長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
成
田
所
長
は
、

「
東
京
を
含
め
た

関
東
地
域
で
も
オ

ー
ル
電
化
の
マ
ン

シ
ョ
ン
は
益
々
増

加
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
当
然
、エ

コ
キ
ュ
ー
ト
は
必

須
の
設
備
で
あ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
た
高

温
排
水
用
の
配
管

シ
ス
テ
ム
の
必
要

性
は
増
加
す
る
で

し
ょ
う
」
と
高
温

排
水
シ
ス
テ
ム
の
可
能
性
に
期
待
を
寄
せ
る
。 

　
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
、環
境
に
や
さ
し
く
、経
済
的
な
メ

リ
ッ
ト
か
ら
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て

周
辺
の
シ
ス
テ
ム
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
要
求
さ
れ
る
。
ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
高
温
排
水
シ
ス
テ
ム
は
、大
型
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
戸
建
て
住
宅
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
住
環
境
の
高

温
排
水
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
配
管
材
と
し
て
今
後
の

活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

ベ
ラ
ン
ダ
に
設
置
さ
れ
た
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
貯
湯
タ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
高
温
排
水
シ
ス
テ
ム 

▲ 

▲配管終了後（使用配管材は耐熱排水トラップⅡ型、HT-VP直管、
HTDV-DL） 

▲配管材が施工されたあとは、露出す
る部分に塗装が施される。 

▲建設中の東京スイート・レジデンス。 
総戸数は526戸。 

▲完成予想図 

▲モデルルーム 

施工現場レポート 

エコキュート用高温排水システム 
排水管工事 
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平
野
屋

平
野
屋 

町並み保存館 

天龍寺 

愛宕念仏寺 
平
野
屋 

町並み保存館 

化野念仏寺 

祇王寺 

滝口寺 

落柿舎 

八体地蔵 

天龍寺 

渡
月
橋 

嵐山駅 

京福電鉄嵐山線 
トロッコ嵐山駅 

JR嵯峨嵐山駅 
JR嵯峨野線 

トロッコ嵯峨駅 

清涼寺 

大覚寺 

町並み保存地区 

二尊院 

保津川 

愛宕念仏寺 

嵐山・嵯峨野（京都市・右京区） 

茅
葺
き
屋
根
と 

個
性
的
な
お
寺
が
並
ぶ
嵯
峨
野 

▲嵯峨野観光鉄道のトロッコ列車 
トロッコ嵯峨駅からトロッコ亀岡
駅まで7.3kmを約25分で結ぶ。 
料金：片道600円（どこから乗っ

ても共通の料金） 

▲トロッコ列車からの保津峡 
列車はオープン型になっている
ため、自然を五感で味わえ、写真
を撮るにも最適。 
 

▲連絡バス 
トロッコ亀岡駅から保津川下りの乗
船場を結ぶ連絡バス。約15分とパ
ンフレットにはあるが、市内の交通
渋滞に巻き込まれると相当時間が
かかるので着席するのがベスト。 
料金：300円 

▲鳥居本町並み保存館から見た上地区（農村の風景） ▲嵯峨野鳥居本下地区は町家風
建物が並ぶ 

▲保津川下り（乗船場） 
亀岡から嵐山の保津川（約16km）
を2時間弱で下っていく。その歴
史は古く、慶長11年（1606年）
に角倉了以が木材や薪炭など丹
波地方の特産を京に送るために
開いた。出船時刻は季節によるが、
休日は混み合うため午前中の乗
船が望まれる。 
料金：3900円 

▲船が急流を下るようすを
トロッコ列車から撮影。 

　烏帽子岩 
その昔、このような巨岩
がごろごろしており、大
雨の際には川の流れを
せき止め、たびたび上
流に水害をもたらした。 

急流では船頭は竹竿で
岩を突きながら巧みに
船の方向を変えていく。 

▲天龍寺（諸堂参拝入り口） 
京都五山の第一位であるこの寺は、霊亀山天
龍資聖禅寺といい、吉野で不遇の中に崩御さ
れた後醍醐天皇の霊を慰めるため、足利尊
氏が高僧・夢窓国師を開山として、嵐山を背
景とする亀山離宮を禅寺に改めたのが創まり。  
京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町68 
 

▲龍門の滝 
池正面で岩石を組み遠山渓流を表現し、
渓流が池に落ちる滝口に巨岩を二段
に立てて滝の落ちるさまをかたどり、
これに鯉魚石を配して登竜門の故事
になぞられている。 

秋
の
京
都
は
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。
中
で
も
嵐
山
・
嵯
峨
野
は
、保
津
川
を
含
め
た
自
然
と
そ
れ
に
調
和

し
た
大
、小
の
寺
院
で
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
。
趣
の
あ
る
街
並
と
小
寺
が
点
在
す
る
嵯
峨
野
、

野
趣
あ
ふ
れ
る
保
津
峡
が
全
く
異
な
る
京
都
の
魅
力
を
見
せ
て
く
れ
る
。
 

ら
か
ん
 

お
た
ぎ
 

右京区 

京都市 

〜
京
の
秋
を
探
し
に
嵐
山
・
嵯
峨
野
へ
〜 

四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
川
下
り 

　
翌
日
は
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
、ト
ロ
ッ
コ
列
車

で
保
津
川
下
り
へ
向
か
っ
た
。
朝
一
番
の
列
車
に
乗
る

た
め
ト
ロ
ッ
コ
嵐
山
駅
に
発
車
三
十
分
前
に
到
着

し
た
。
し
か
し
車
内
は
紅
葉
の
時
期
で
も
な
い
と
い

う
の
に
家
族
ず
れ
で
ほ
ぼ
満
席
。
そ
の
人
気
の
秘
密

は
、オ
ー
プ
ン
カ
ー
か
ら
渓
谷
美
を
楽
し
め
る
こ
と

や
、ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
車
内
放
送
に
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
二
十
分
余
り
の
旅
は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

　
終
着
駅
の
ト
ロ
ッ
コ
亀
岡
駅
か
ら
は
専
用
バ
ス
に
て

保
津
川
下
り
の
乗
船
場
に
向
か
う
が
、こ
れ
が
大
誤
算
。

亀
岡
市
内
の
交
通
渋
滞
で
予
定
の
倍
ぐ
ら
い
の
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
乗
船
場
で
受
付
を
済
ま
せ
、乗

船
を
待
っ
た
。
川
岸
か
ら
は
一
船
あ
た
り
約
二
十
五
名

の
乗
客
を
乗
せ
て
ど
ん
ど
ん
出
発
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

ほ
ど
な
く
乗
船
し
、お
楽
し
み
の
保
津
川
下
り
が
始
ま

っ
た
。
船
は
一
人
が
舳
先
で
竹
竿
を
指
し
、も
う
一
人
が

櫂
で
漕
ぎ
、残
り
の
一
人
が
船
尾
で
舵
を
取
る
昔
な
が

ら
の
操
船
方
法
。
ま
ず
は
ゆ
っ
た
り
し
た
川
の
流
れ
を

の
ん
び
り
と
進
ん
で
い
く
。
川
辺
に
は
青
さ
ぎ
な
ど
が

出
没
し
、の
ど
か
な
雰
囲
気
を
演
出
し
て
く
れ
る
。
 

　
出
発
か
ら
約
十
五
分
ぐ
ら
い
経
過
し
た
だ
ろ
う
か
、

ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
に
そ
ろ
そ
ろ
飽
き
て
き
た
か
な
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ
保
津
峡
の
入
口
「
宮
下
の
瀬
」

に
や
っ
て
来
た
。
ま
ず
船
頭
が
「
絶
対
に
立
た
な
い
よ

う
」
と
指
導
し
た
か
と
思
う
と
、船
は
一
気
に
急
流
を

下
っ
て
い
く
。
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、乗
客
か
ら
は
「
わ

っ
ー
」
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。
急
流
で
は
船
底
に
ご
つ
ご

つ
と
川
底
の
岩
が
当
た
り
壊
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
感

じ
が
す
る
が
、「
船
は
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
で
、仮
に

割
れ
て
も
保
険
に
入
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
船
頭

の
ジ
ョ
ー
ク
も
な
か
な
か
面
白
い
。
 

　
宮
下
の
瀬
か
ら
続
く
急
流
か
ら
は
、川
幅
が
広
く
、

周
囲
に
は
切
り
立
っ
た
岩
も
な
い
見
渡
し
の
い
い
場

所
に
な
っ
て
い
る
が
、江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
巨
岩

が
あ
り
、操
船
の
難
所
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
人
工

的
に
削
砕
し
、崩
す
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
で
穏
や
か
な

流
れ
が
確
保
さ
れ
た
。
し
か
し
、今
で
も「
烏
帽
子
岩
」

や
「
び
ょ
う
ぶ
岩
」
と
呼
ば
れ
る
巨
岩
が
点
在
し
、と

も
す
れ
ば
短
調
に
な
り
が
ち
な
渓
谷
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
加
え
て
い
る
。
 

　
船
は
急
流
と
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
深
み
を
繰
り
返

し
ど
ん
ど
ん
下
っ
て
い
く
。
そ
し
て
急
流
も
終
わ
り
川

下
り
も
終
盤
に
な
る
と
、一
隻
の
売
店
な
ら
ぬ
売
船
が

近
付
き
、横
付
け
さ
れ
た
。
乗
客
の
喉
の
乾
き
や
腹
の

具
合
を
計
算
し
て
か
、絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
商
売
を

始
め
る
と
こ
ろ
は
さ
す
が
に
関
西
。イ
カ
焼
き
や
だ
ん

ご
そ
し
て
ビ
ー
ル
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、ち
ょ
う
ど
購
入
し
た
物
を
食
べ
終
わ
る
頃
に
嵐

山
に
到
着
。
約
２
時
間
、静
か
ら
動
、そ
し
て
再
び
静

に
戻
る
保
津
川
下
り
の
醍
醐
味
を
存
分
に
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。
 

 

▲ 

▲
 

石像千二百羅漢 
釈迦の弟子となり、仏教を広
め伝えた僧達のことを阿羅
漢と言い、これを「羅漢さん」
と親しみをもって呼んできた。 
寺の復興を祈願して、昭和
56年から一般の参拝者に奉
納を呼びかけたところ多く
の参拝者が集まり、千二百体
もの羅漢が彫られた。 

▲
 
▲

 

平野屋の名物「志んこ」 
米粉のお団子。ニッキ、お茶、白の3色
の手作りのお団子は、きな粉と黒砂糖を
からませて御抹茶といっしょにいただく。 

▲
 
▲

 

愛宕念仏寺（本堂） 

今から約1240年前

に稱徳天皇の開基に

より、山城国愛宕郡
に愛宕寺が東山の地
に建立。平安朝の初
め鴨川の洪水で堂宇
が流失したため、天
台宗の僧「千観内供」
により再興され、比叡山の末寺となる。本堂
は鎌倉中期に建てられ、国の重要文化財に
指定されている。  
京都府京都市右京区嵯峨鳥居本深谷町2-5 
京都バス「清滝」行き62、72番「愛宕寺前」
下車すぐ 

▲
 
▲

 

▲愛宕神社の一之鳥居と鮎料理屋の「平野屋」 
平野屋は400年の歴史を持つ鮎料理屋
の老舗。茅葺きの家も同じ江戸初期の建物。
また、鮎料理屋の傍ら、茶店も営む。  
京都市右京区嵯峨鳥居本仙翁町16 
TEL 075-861-0359 
 

　
ま
ず
は
嵐
山
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
渡
月
橋
を
渡
っ

て
天
龍
寺
へ
向
か
っ
た
。
天
龍
寺
は
、臨
済
宗
天
龍
寺

派
の
大
本
山
で
１
３
３
９
年
に
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
。
現
在
、庭
園
と
諸
堂
の
参
観
が
可
能
で

あ
る
。
そ
の
庭
園
は
曹
源
池
庭
園
と
呼
ば
れ
、高
僧
・

夢
窓
疎
石
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ
た
。
池
の
周
り
に
石

組
み
を
施
し
、左
背
後
の
亀
山

を
借
景
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
た
め
、庭
園
と
し
て
の
奥

行
き
が
非
常
に
深
い
。
庭
園
か

ら
の
眺
め
も
い
い
が
、池
の
正
面

に
建
て
ら
れ
た
大
方
丈
に
腰
を

落
ち
つ
け
、じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る

の
が
お
勧
め
。
晩
秋
に
は
紅
葉
、

そ
し
て
春
に
は
し
だ
れ
桜
や
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
庭
園
に
彩
り
を
添
え
、四
季
折
々
の
違

っ
た
顔
を
み
せ
る
の
も
こ
の
庭
園
の
特
徴
で
あ
る
。
 

　
天
龍
寺
を
拝
観
し
た
後
は
、天
龍
寺
の
前
か
ら
京
都

バ
ス
に
乗
っ
て
嵯
峨
野
北
部
の
愛
宕
念
仏
寺
を
訪
れ
た
。

こ
の
お
寺
は
千
二
百
体
も
の
石
像
羅
漢
で
有
名
な
古

刹
。
羅
漢
は
、昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
三
年
に
か
け

て
参
拝
者
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
、羅
漢
の
裏
に

は
作
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
微
笑
ん
で
い
る
者
、

す
ま
し
て
い
る
者
な
ど
す
べ
て
表
情
が
違
う

た
め
、自
分
の
気
に
入
っ
た
羅
漢
を
探
し
な

が
ら
境
内
を
見
て
回
る
の
も
楽
し
い
。
 

　
愛
宕
念
仏
寺
を
出
て
側
道
を
少
し
下
る
と
、

意
外
な
風
景
が
待
っ
て
い
た
。
朱
色
の
鳥
居

と
茅
葺
き
の
屋
根
。
時
代
劇
に
出
て
き
そ
う

な
茅
葺
き
の
お
店
は
鮎
料
理
で
有
名
な
「
平

野
屋
」で
、お
団
子
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

築
四
百
年
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た
お
座
敷
に
感

動
し
な
が
ら
、名
物
の
「
志
ん
こ
」
と
呼
ば
れ

る
お
団
子
と
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
。
 

　
こ
の
平
野
屋
か
ら
嵐
山
へ
と
下
る
愛
宕
街

道
周
辺
は
、「
嵯
峨
鳥
居
本
」
と
呼
ば
れ
、室

町
時
代
に
農
村
と
し
て
始
ま
り
、江
戸
時
代
に
は
農
村

と
門
前
町
の
特
徴
を
併
せ
も
っ
た
町
と
な
っ
た
。
今
な

お
当
時
の
面
影
を
残
す
こ
と
か
ら
国
の
「
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。こ
の

地
域
の
詳
細
を
紹
介
す
る
た
め
京
都
市
は
、「
鳥
居
本

町
並
み
保
存
館
」
を
設
立
。
明
治
時
代
の
田
舎
風
町
屋

を
改
造
し
た
内
部
に
は
昔
な
が
ら
の
生
活
品
の
他
、昭

和
五
年
当
時
の
模
型
も
置
か
れ
て
い
る
。
館
内
の
施

設
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
最
も
勉
強
に
な
っ
た
の
が
、保

存
館
を
管
理
さ
れ
る
女
性
の
お
話
し
。一
階
の
柱
に
貼

ら
れ
て
い
る
「
時
は
今
あ
め
か
下
し
る
五
月
哉
」
と
書

か
れ
た
句
が
気
に
な
り
尋
ね
る
と
、そ
の
昔
、明
智
光

秀
が
意
を
決
し
本
能
寺
へ
向
か
う
途
中
に
愛
宕
神
社

で
詠
ん
だ
と
い
う
。
ひ
な
び
た
街
道
を
日
本
史
を
変
え

た
武
将
が
通
っ
て
い
っ
た
か
と
思
う
と
京
都
の
歴
史
の

長
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
。
 

　
町
並
み
保
存
館
を
下
っ
て
い
く
と
格
子
の
あ
る
む
し

こ
造
り
や
下
屋
付
平
屋
建
の
町
家
風
の
建
物
に
変
わ
る
。

手
入
れ
が
行
き
届
い
た
真
っ
白
の
土
塀
が
陽
の
光
を
浴

び
て
本
当
に
美
し
い
。
嵯
峨
鳥
居
本
は
渡
月
橋
か
ら
わ

ず
か
三
k
m
程
の
場
所
に
あ
り
な
が
ら
、観
光
化
の
度

合
い
も
低
く
、

静
か
に
京
の

風
情
を
楽
し

め
る
町
で
あ
る
。
 

 

しょうとく 

やましろのくにおたぎごうり 

▲
 
▲
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天龍寺　曹源池庭園 
優美な王朝の大和絵風の伝統文
化と宋元画風の禅文化が巧みに
融合され独特の美しさを完成させ
ている。嵐山や亀山を巧みに取り
入れた廻遊式庭園としては最も古
い構造である。世界遺産に登録。 
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「下水道展‘07東京」のご報告 
 

「下水道展‘07東京」のご報告 
 

「下水道展‘07東京」のご報告 
 ～新製品の「RAIN望スタジアム」、「プリふた」に注目が集まる～ 
 

～関心が高かった防災対策商品「貯めてるゾ～」～ 

▲クボタシーアイブース全景 

▲クボタシーアイブース全景 
（インテックス大阪にて） 

　下水道事業最大級の展示会『下水道展'07 東京』が、

さる7月24日から4日間、東京ビッグサイトにおいて開

催されました。 

クボタシーアイブースは、昨年に引き続き「暮らしを守

る」をテーマに、管路の耐震化、浸水対策、既設管路の

維持管理など下水道に関するさまざまな問題を解決す

る製品や工法の展示並びにプレゼンテーションを行い

ました。 

　その中でもとくに注目を集めたのが、雨水貯留浸透

製品RAIN望シリーズに新たにラインナップされた「ス

タジアム」。少ない組立部材とハンドリングの良い部

材で、優れた施工性をアピールしました。さらに今回の

下水道展で新発表したのが、塩ビふたにカラープリン

トする「プリふた」。これまであまり目立つことのなか

った塩ビふたに自由に写真をプリントすることで、パー

ソナルユースにも商業的にも使用の幅が広がる新商

品として、来場者から高い評価をいただきました。 

　開催期間中には、展示やプレゼンテーションの他、注

目商品の名称を当てるクイズラリーも行い、多くの来

場者に見学いただき、成功裏に終えることができました。

　 

▲ ▲ ▲ 

「カラーパイプ・継手」 
マンションなど大型施設
の排水、通気管に豊富な
カラーバリエーションと
ラインナップで対応。 
（インテックス大阪にて） 

▲ 

貯水機能付防災ヘッダー 
「貯めてるゾー」 
災害対策の注目商品として
説明員の解説にも力が入る。 
（インテックス大阪にて） 

▲
 

▲
 

新提案「プリふた」の広告塔 
観光地やお店の広告など、設置場所に応じた用途別の使用例をご紹介。 

▲
 

▲
 

雨水貯留浸透製品 
RAIN望スタジアム 
本体に持ち手が付いて施工性を
向上させ、パレットレス輸送と
RoHS基準のクリアで環境負荷
の低減に成功した新製品。プレ
ゼンテーションでは、そのハンド
リングの良さを披露しました。 

▲
 

▲
 

コンクリートます用逆止弁 
＜カンタン君＞ 
宅地内への下水の逆流をますで
止める逆止弁＜カンタン君＞を
プレゼンテーションにて、来場者
の方に取付けていただき、その
簡単さを確認していただきました。 

▲リブパイプ 
リブパイプ＋砕石基礎の組合せによる「耐震対策」やリブベンド
による更なる「コスト縮減」をアピール。また、自走カメラで撮
影した管路内の映像を大型ディスプレイに投影し、維持管理性
能をご紹介。 

　さる8月2日から3日間、東京ビッグサイトにて「第39回管工機材・

設備総合展」、また9月13日から3日間、インテックス大阪にて「第

13回管工機材・設備総合展」が行われました。これらの展示会は、

人の暮らし、都市づくり、産業活動等の基盤を支える、最新の管工機

材・設備機器が紹介されるとあって連日多くの来場者で賑わいました。 

　クボタシーアイブースでは、建築設備用配管材で特に力を入れて

いる、「高温排水システム」、エコキュート用連結管「マルチタッチ」、

「カラーパイプ・継手」、貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」を

展示しました。 

　中でも地震などの災害時に36　もの飲料水を確保する「貯めて

るゾー」は、近年高まりをみせる災害対策にマッチする新商品として

来場者から大きな支持を得ました。 

K C N E W S

ご報告 
「第39回管工機材・設備総合展（東京）」 
「第13回管工機材・設備総合展（大阪）」 

ご報告 
「第39回管工機材・設備総合展（東京）」 
「第13回管工機材・設備総合展（大阪）」 ご報告 
「第39回管工機材・設備総合展（東京）」 
「第13回管工機材・設備総合展（大阪）」 

天
性
の
明
る
さ
で
会
社
と
組
合
を
リ
ー
ド
す
る 

こんにちは！ 

さま 工事店 訪 問 記 
こんにちは！ 

訪 問 記 さま 工事店 さま 工事店 

　
「
本
当
に
怖
い
親
父
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
。
小
学
校
の
と
き
に

は
、ゴ
ム
バ
ン
ド
で
よ
く
墓
石
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
。
ゴ
ム
バ

ン
ド
だ
か
ら
逃
げ
よ
う
と
思
え
ば
逃
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、逃
げ

た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、そ
の
ま
ま
縛
ら
れ
て
お
く
以
外
に

は
な
か
っ
た
。「
夕
刻
に
な
る
と
必
ず
迎
え
に
き
て
く
れ
た
の
で
、

あ
き
ら
め
て
縛
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
。
そ
ん
な
怖
い
親
父
が
個
人

業
者
と
し
て
配
管
工
事
を
開
業
し
た
の
が
、衣
川
氏
が
中
学
生

の
と
き
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、学
校
が
休
み
の
時
に
は
仕
事

を
手
伝
う
の
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
知
ら
ず

知
ら
ず
に
働
く
喜
び
を
覚
え
、家
業
の
役
に
立
つ
よ
う
に
と
建

築
学
科
を
志
望
し
、大
阪
の
大
学
へ
進
学
し
た
。
よ
う
や
く
親
元

か
ら
離
れ
て
自
由
に
な
っ
て
も
、実
家
の
家
業
の
こ
と
が
気
に
な

り
、夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
必
ず
戻
り
手
伝
い
を
行
っ
た
。 

　
大
学
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
遠
縁
に
あ
た
る
地
元
の
建
築
会

社
に
入
社
し
、い
き
な
り
現
場
監
督
に
抜
擢
さ
れ
た
。
建
築
業

界
も
何
も
わ
か
ら
な
い
若
者
に
は
大
き
す
ぎ
る
任
務
で
あ
る
。

あ
る
保
育
園
の
建
築
現
場
で
は
、年
末
ま
で
に
ど
う
し
て
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、そ
の

ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
し
た
の
で
は
到
底
合
わ
な
い
。
年
配

の
職
人
を
説
得
し
、彼
等
の
食
事
の
手
配
も
行
い
な
が
ら
現
場

で
工
事
を
継
続
。
2
晩
徹
夜
の
3
日
に
及
ぶ
強
行
作
業
で
見
事

に
作
業
を
完
遂
し
た
。
そ
れ
ま
で
若
輩
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
職
人
や
会
社
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
た
。

社
会
に
出
た
ば
か
り
の
衣
川
氏
に
と
っ
て
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
格
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。 

　
し
か
し
、そ
こ
で
の
仕
事
は
そ
う
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
入

社
し
た
会
社
は
建
築
部
門
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、仕
事
を

継
続
し
て
行
う
組
織
も
シ
ス
テ
ム
も
無
い
。
そ
の
た
め
仕
事
は

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
続
き
、す
で
に
妻
や
子
供
が
い
た
衣
川
氏

の
家
庭
は
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
ま
た
、安
定
し
て
物
件
が
受
注

で
き
な
い
と
い
う
会
社
の
都
合
も
あ
っ
て
、退
職
す
る
こ
と
を
決

断
。
実
家
の
協
和
管
工
に
入
社
し
た
。 

　
入
社
し
て
か
ら
は
主
に
現
場
で
配
管
業
務
を
担
当
し
た
。
こ

れ
に
は
、「
現
場
で
作
業
し
、物
を
作
っ
て
お
金
を
作
り
出
す
こ

と
が
肝
心
。
事
務
所
に
い
る
だ
け
で
は
お
金
は
入
っ
て
こ
な
い
」

と
い
う
父
親
の
信
念
に
よ
る
も
の
だ
。
そ
ん
な
父
親
も
平
成
四

年
に
急
逝
。
三
十
八
歳
と
い
う
若
さ
で
社
長
に
な
っ
た
。
会
社
の

ト
ッ
プ
が
み
ん
な
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
自
分
で
全
て
の
意
志
決

定
を
行
う
重
圧
や
孤
独
感
に
苛
ま
れ
た
。
そ
ん
な
苦
し
い
と
き
、

心
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
の
が
昔
か
ら
協
和
管
工
を
支
え
て

き
た
関
係
会
社
の
人
々
だ
っ
た
。 

　
彼
ら
の
勧
め
も
あ
り
福
知
山
管
工
事
協
同
組
合
の
理
事
を

経
て
、平
成
十
二
年
に
は
理
事
長
に
就
任
し
た
。
現
在
、正
会

員
と
賛
助
会
員
を
合
わ
せ
る
と
二
十
社
に
も
な
る
組
合
を
ま

と
め
る
。
平
成
十
六
年
、台
風
二
十
三
号
が
近
畿
北
部
を
襲
っ

た
と
き
は
、役
所
に
常
駐
し
、災
害
状
況
の
把
握
か
ら
復
旧
作

業
に
い
た
る
ま
で
、組
合
の
ト
ッ
プ
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
取
っ

た
。
ま
た
毎
年
、年
に
五
、六
回
の
ペ
ー
ス
で
役
所
関
係
者
立

会
い
の
元
、施
工
講
習
会
を
開
き
、信
頼
関
係
構
築
に
尽
力
す

る
。
理
事
長
と
し
て
す
で
に
四
期
、八
年
目
に
入
っ
た
。「
一
人

で
長
く
務
め
る
の
で
は
な
く
持
ち
回
り
で
や
る
の
が
ベ
ス
ト
で

す
」
と
語
る
が
、人
望
の
厚
い
衣
川
氏
だ
け
に
な
か
な
か
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。 

　
協
和
管
工
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、あ
る
い
は
組
合
の
ト
ッ
プ
と

し
て
忙
し
く
活
動
す
る
一
方
、多
彩
な
趣
味
を
持
つ
。
船
を
仕

立
て
て
の
魚
釣
り
は
長
年
の
趣
味
。
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
な
ど

の
家
庭
菜
園
や
、料
理
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
そ
し
て
こ
の

夏
か
ら
は
ま
っ
て
い
た
の
が
す
っ
ぽ
ん
釣
り
。
川
で
釣
っ
て
は
自

宅
で
育
て
、家
族
に
食
べ
さ
せ
た
り
、贈
り
物
に
し
た
り
で
周

囲
の
人
を
喜
ば
せ
て
い
る
。
ま
た
、す
っ
ぽ
ん
の
育
て
方
や
ふ

化
の
さ
せ
方
の
調
査
に
も
余
念
が
な
い
。
手
間
の
か
か
る
趣
味

で
あ
る
が
、「
す
っ
ぽ
ん
は
夜
行
性
だ
か
ら
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
の
趣
味
に
ピ
ッ
タ
リ
」
と
い
う
こ
と
だ
。 

　
そ
ん
な
趣
味
の
話
に
な
る
と
話
題
は
尽
き
な
い
。一
方
、仕

事
に
つ
い
て
は
父
親
の
功
績
ば
か
り
で
、あ
ま
り
自
分
の
実
績

に
は
語
ろ
う
と
し
な
い
衣
川
氏
。
も
ち
ろ
ん
、公
共
工
事
の
減

少
で
会
社
や
組
合
の
置
か
れ
た
状
況
は
生
や
さ
し
い
も
の
で

は
な
い
。「
し
か
し
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、し
か
め
っ
面
を

す
る
よ
り
も
、ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

で
す
か
」
と
苦
し
い
様
子
は
微
塵
も
見
せ
な
い
。
持
ち
前
の
明

る
さ
で
難
局
に
立
ち
向
か
う
。 

 

協和管工株式会社 
本社：京都府福知山市字新庄573番地1 

主業務：給水・排水工事、衛生・ガス工事、 

　　　 給湯・さく井工事、その他配管工事、設計・施工 

 

代表取締役 衣川英紀さま 
きぬ がわ 

昭和29年、地元福知山市に生まれる。

大学卒業後、建築会社を経て協和管工

株式会社に入社。平成4年に代表取締

役に就任。平成12年からは福知山管工

事協同組合の理事長に就任し、現在4

期目を務める。 
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り
ん
ご
食
べ
る
？

そ
う
だ
ね

あ
ら
や
だ
、も
う
ヘ
ナ
ヘ
ナ
…

自
然
の
姿
で

保
存
す
る
の
ね
!

へ
ぇ
ー
、そ
う
か

鮮
度
キ
ー
プ
に
は
、水
で
湿
ら
せ
た

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
が
便
利
だ
ね
。

青
じ
そ
は
空
き
び
ん
の
底
に
こ
れ
を
敷
き
、

茎
を
下
に
し
て
冷
蔵
庫
へ
。

1
〜
2
週
間
は
も
つ
よ

水
分
を
吸
い
上
げ
る
の
か
ぁ

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
っ
て

便
利
ね
〜

こ
れ
で
お
肌
も

新
鮮
に
な
る
よ
〜

も
ー
！

イ
タ
ズ
ラ
に

使
う
の
は
禁
止
！

ん
？

※水はこまめに取り替えよう。

大
根
大
根
や
人
参
人
参
、

ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
は
、

畑
に
生
え
生
え
て
い
る
よ
う
に
、

根
の
部
分
を

部
分
を
下
に
し
て

立
て
て
保
存
保
存
す
る
の
さ
。

鮮
度
鮮
度
が
長
も
ち
す
る
し
、

野
菜
室

野
菜
室
の
中
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
よ

※牛乳パックを“野菜立て”にすると便利！

も
や
し
の
場
合
場
合
は
、水
を
水
を
張
っ
た

密
閉
容
器

密
閉
容
器
に
つ
け
て
冷
蔵
庫

冷
蔵
庫
へ
。

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
キ
感
が
長
も
ち
す
る
ね

レ
タ
ス
は
芯
を
芯
を
く
り
抜
い
て
、湿
ら
せ
た

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
詰
め
て
お
く
の
さ
。

み
ず
み
ず
し
い
ま
ま
で

最
後
最
後
ま
で
使
い
き
れ
る
よ

※レジ袋に入れて野菜室で保管しよう！

大
根
や
人
参
、

ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
は
、

畑
に
生
え
て
い
る
よ
う
に
、

根
の
部
分
を
下
に
し
て

立
て
て
保
存
す
る
の
さ
。

鮮
度
が
長
も
ち
す
る
し
、

野
菜
室
の
中
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
よ

※牛乳パックを“野菜立て”にすると便利！

も
や
し
の
場
合
は
、水
を
張
っ
た

密
閉
容
器
に
つ
け
て
冷
蔵
庫
へ
。

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
長
も
ち
す
る
ね

レ
タ
ス
は
芯
を
く
り
抜
い
て
、湿
ら
せ
た

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
詰
め
て
お
く
の
さ
。

み
ず
み
ず
し
い
ま
ま
で

最
後
ま
で
使
い
き
れ
る
よ

※レジ袋に入れて野菜室で保管しよう！

参考出典
『決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ』（発行：主婦の友社）
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「横浜水道展（第41回水道資機材展示会）」のご報告 「横浜水道展（第41回水道資機材展示会）」のご報告 「横浜水道展（第41回水道資機材展示会）」のご報告 

▲クボタシーアイブース
▲

K C N E W S

　さる11月7日、8日の両日、パシフィコ横浜にて「横

浜水道展（第41回水道資機材展示会）」が開催されま

した。今年の横浜水道展のテーマは、「水道の安全は

社会の安心です。計画的な更新を！」。クボタシーアイ

もそんなテーマに合致した、災害に強い「街づくり」と

「住まいづくり」の両面から展示を行いました。耐震管

として信頼性の高い「水道配水用ポリエチレンパイプ」

や施工性とコストパフォーマンスに優れた「HI・SGR-

ロングNAパイプ、VN形継手」に加え、新たに民間向け

防災商品として、水道水を各家庭で備蓄する貯水機能

付防災ヘッダー「貯めてるゾー」を発表しました。また、

下水道管路の更生工法として実績の高いダンビー工

法を取水施設への適用事例として紹介しました。
▲クボタシーアイブース

　さる10月31日、11月1日の両日、みやぎ

産業交流センター（夢メッセMIYAGI）で「第

2回震災対策技術展／自然災害対策技術展 

宮城」が開催されました。この展示会は100

万都市仙台を中心とする宮城県域の人々と防

災に関する新たな意識と決意を共有すること

を目的に掲げられました。初参加となるクボタ

シーアイは、36　の飲料水を備蓄する貯水機

能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」や浸水対

策の雨水貯留浸透製品「RAIN望スタジアム」、

宅地ますでの逆流を防止するコンクリートま

す用逆止弁「カンタン君」などを展示し、防災

に対する弊社の取り組みについて紹介しました。

「第2回震災対策技術展／自然災害対策技術展 宮城」のご報告 「第2回震災対策技術展／自然災害対策技術展 宮城」のご報告 「第2回震災対策技術展／自然災害対策技術展 宮城」のご報告 

▲浸水対策用に展示された雨水貯留
浸透製品「RAIN望 スタジアム」

▲種類豊富な水道配水用ポリエチレン
パイプに来場者の注目が集まった
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切ったじゃが芋を、大きめの厚手鍋
で柔らかくなるまで茹でる。

じゃが芋は皮をむき、3等分に切る。 　 をボウルに入れ、塩、こしょう、オリー
ブオイルで味付ける。

　 をグラタン皿に入れ、チーズをふっ
てオーブンへ。
180～200℃で12～13分焼く。

チーズと相性バッチリ！シンプルさが美味しい

じゃがいものグラタン 

パル
ちゃんの

レッツトライクッキング

むいてから茹でるか、 
　　　　　茹でてからむくか？ 

じゃがいも（中玉）
チーズ（ピザ用）
塩、こしょう、オリーブオイル
生パセリ（乾燥品でも可）

…………………………… 3～4個
…………………… カップ1/2程度

…………………… 適量
……………………… 適量

● 4人分 ●

端から1/3を切り、残りを縦半分に。
（T字形に切ると大きさが揃うよ！）

うっすらと焼き色がつけばOK。焼き過ぎ
ると固くなるので注意！

じゃが芋はしゃもじで軽くつぶし、味をなじ
ませよう！

柔らかさの目安は安は、芋に串を刺を刺し、
“スッと刺さってスッと抜ける”状態。

じゃがいもの皮をむいて茹でると、
時間もかからず、ほどよく水分を含
んで美味しくなるよ。茹でるとき
は“たっぷりの水から”が基本。
じゃがいもは、固くしまったも
のを選びましょう！

参考：MINE（平成16年2月号／講談社）

柔らかさの目安は、芋に串を刺し、
“スッと刺さってスッと抜ける”状態。

必ずたっぷりの水から茹でる。沸いたら煮立
てず、湯の表面が静かに波打つ感じの火加減で。
最後は火を止め、余熱で柔らかくする。

みなさんこんにちは。今回は、じゃがいもの
美味しさを楽しむシンプルな一品です。じゃ
がいものカロリーはご飯
の約半分。ビタミンCが
豊富で、熱を加えてもあ
まり損失しません。むい
てから茹でるのが、美味
しさのコツです！
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個人情報保護について 
クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子メ

ール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、その範囲

を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行うとともに、

印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。 

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。 

お願い 返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。 

■施工現場レポートで訪れたマンション建設現場は、「まだ都

心にこんな広い土地があるのか」と思いたくなる広大な土

地。それもそのはず、そこはＪＲ小名木川貨物駅跡で約10

万m2の大規模複合開発用地。大型商業施設やフィットネ

スクラブが隣接する予定だとか。完成した街を是非見て

みたいと思ったのでした。 

■今年も残すところ後わずか。お体に気をつけて頑張ってく

ださい。 

編集部へのお便りは官製はがきでも結構です。次号もよろ

しく！ 

 

編
集
後
記 

■にっぽん探訪で訪れた

京都・嵯峨野の名物と

いえばやはり「竹林」。

とくに天龍寺の北側に

は竹林が広がり、多くの

観光客を集めます。そ

してみあげ物は竹細工。

素朴なものから手の込

んだ商品が店先に並

びます。 

第162号の正解 

答：D,E,F,H,I 
 多数のご応募ありがとうございました。 
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。 

右の2枚の写真、よ～く見れば
少し違う。上段と下段の写真を
見くらべて、5つの違いを発見し
てください。解答は、添付の解答
用ハガキのマス目にアルファベット
を記入してお送りください。 
※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、
印刷の汚れも数えません。 

●カバーは環境にやさしい 
新素材ECONIA（エコニア）を採用 

●文庫本サイズ（約160ｘ315mm） 
●ブラック、オレンジ、ネイビー、ブラウンの4色 
●メモ1冊付 
 ※当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。 

正解者の中から抽選で100名様に
記念品を進呈します。 
解答ハガキのお名前は、楷書ではっ
きりとお書きください。 

能率手帳から生まれたエコブックカバー 

BOOKMAMBOOKMAM

プレゼント 

A

B

C

D

E

F

G

H I

広島県・広島土地改良事業団体連合会 
小林由佳里さまの作品 

茨城県・株式会社鹿島企業 
安藤勝博さま（真帆さま）の作品 

長崎県・株式会社高木産業 
高木誠さまの作品 

兵庫県・株式会社滝本 
滝本あけみさまの作品 

 

大阪府・株式会社スミテクノエンジニアリング 
松岡和子さまの作品 

兵庫県・赤松設備 
赤松はるみさまの作品 

 

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキの文面やイラスト、写真などは、作者の同意なく、本誌およびクボタシーアイホームページに掲載させていただくことがあります。 
また、ハガキはお返し致しませんので、予めご了承願います。 

宮
城
県
・
松
島
町
水
道
事
業
所 

高
橋
昭
夫
さ
ま 

興
味
深
か
っ
た
特
集
記
事 

　
初
め
て
パ
ル
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
集
「
災
害
断
水
に
備
え
る
貯

水
シ
ス
テ
ム
・
貯
め
て
る
ゾ
ー
」
は
興
味

深
い
テ
ー
マ
で
し
た
。
我
、宮
城
県
で
は
ご

周
知
の
と
お
り
宮
城
県
沖
地
震
が
99
パ
ー

セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策
が
急
務
で

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
折
り
拝
見
し
た
、

貯
め
て
る
ゾ
ー
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で
一

番
重
要
な
「
水
」
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、最
末
端
行
政
マ
ン
と
し
て
一
考

を
与
え
て
く
れ
た
特
集
で
し
た
。
ま
た
、

旅
行
の
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
「
に
っ
ぽ

ん
探
訪
・
郡
上
八
幡
」
を
楽
し
く
拝
見

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、貴
誌
パ

ル
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、

貴
誌
拝
見
の
感
想
と
致
し
ま
す
。 

■
P
A
L
で
は
、水
道
、下
水
道
、電
力
・

通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
に
携

る
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

宮
崎
県
・
え
び
の
市
役
所
建
設
課 

永
谷
律
子
さ
ま 

“魅
せ
る
塩
ビ
ふ
た
”に
感
動 

　
ク
ボ
タ
の『
プ
リ
ふ
た
』に
は
感
動
し

ま
し
た
。
殺
伐
と
し
た
現
代
社
会
で
す

が
、歩
い
て
い
る
時
、花
模
様
や
果
物
柄

の
プ
リ
ふ
た
が
あ
れ
ば
、ホ
ッ
と
で
き
る

瞬
間
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
広
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。ミ
ズ
エ
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
も
参
考
に
な
り
ま

す
。 

■
新
築
記
念
に
家
紋
を
入
れ
た
り
、お

店
の
ロ
ゴ
を
入
れ
た
り
、い
ろ
い
ろ
楽
し
め

る
『
プ
リ
ふ
た
』
。ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
新

提
案
商
品
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！ 

 

北
海
道
・
小
樽
市
水
道
局 

浜
田
隆
治
さ
ま 

風
呂
で
育
む
父
子
の
ふ
れ
あ
い 

　
2
歳
と
5
歳
の
子
を
持
つ
父
で
あ
る

私
は
、毎
晩
2
人
を
風
呂
に
入
れ
る
の

が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。
童
謡
を
歌
っ
た

り
、数
字
や
五
十
音
を
教
え
た
り
、今

日
あ
っ
た
出
来
事
を
聞
い
た
り
、身
体

を
洗
い
な
が
ら
、あ
る
い
は
湯
舟
に
つ
か

り
な
が
ら
し
て
い
る
の
だ
が
、風
呂
は
教

育
の
場
と
し
て
も
良
い
と
こ
ろ
だ
と
感

じ
て
い
る
。
あ
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、父

親
と
よ
り
多
く
話
し
て
い
る
子
の
方
が

そ
う
で
な
い
子
に
比
べ
、頭
が
良
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
そ
う
だ
。
仕
事
の

関
係
上
子
と
接
す
る
時
間
が
ど
う
し

て
も
少
な
い
父
親
で
あ
る
が
、少
し
の

時
間
で
も
、工
夫
し
て
つ
く
る
必
要
が

あ
る 

■
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
は
、な
に
よ

り
優
先
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、思
う

よ
う
に
時
間
を
つ
く
り
に
く
い
の
が
辛

い
現
実
で
す
。 

 

徳
島
県
・
泉
設
備
工
業
株
式
会
社 

泉
　
秀
樹
さ
ま 

施
工
性
の
良
い
製
品
に
期
待 

　
最
近
の
新
築
住
宅
で
は
殆
ど
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
従
来
で
あ
れ
ば

電
気
温
水
器
か
ガ
ス
給
湯
器
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
り
ま
し
た
。エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の

普
及
に
よ
り
配
管
が
複
雑
に
な
り
ま

し
た
が
、貴
社
の
マ
ル
チ
レ
ッ
ク
ス
＆
マ
ル

チ
タ
ッ
チ
は
、大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
短

い
距
離
の
施
工
は
手
間
も
か
か
り
、大

変
便
利
で
使
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

施
工
の
し
や
す
い
製
品
を
今
以
上
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

■
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
、皆
様
方
の
貴

重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
製
品
の
開
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

京
都
府
・
馬
場
水
道
工
業
株
式
会
社 

瀬
戸
稔
子
さ
ま 

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

　
我
が
京
の
町
も
近
代
化
の
波
に
呑
ま

れ
て
、高
層
ビ
ル
乱
立
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
幼
い
頃
こ
こ
ら
辺
で
よ

く
遊
ん
だ
」
と
い
う
友
人
と
、そ
の
「
こ
こ

ら
辺
」
を
訪
ね
ま
し
た
。ン
十
年
前
の
路

地（
ろ
ー
じ
と
読
み
ま
す
）の
情
景
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
お
り
、横
道
を
一
歩
入
れ
ば
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
「
み

や
こ
」で
す
。 

■
近
ご
ろ
は
市
街
地
開
発
が
進
む
一
方

で
、各
地
で「
町
並
保
全
」の
活
動
も
活

発
で
す
。
古
き
良
き
時
代
の
風
景
に
は
、

そ
の
町
な
ら
で
は
の
癒
し
効
果
が
あ
る

よ
う
で
す
。 

 

大
阪
府
・
徳
島
工
業
株
式
会
社 

徳
島
貞
恵
さ
ま 

身
近
な
も
の
で
代
用 

　
ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
智
恵
袋
、重

宝
し
て
お
り
ま
す
。
今
ど
き
は
虫
の
駆

除
用
の
薬
品
な
ど
何
で
も
あ
り
で
す
が
、

身
近
に
あ
る
も
の
な
ど
で
生
活
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
ね
。
あ
ま
り
に
も
○
○

用
と
か
に
頼
り
す
ぎ
て
工
夫
す
る
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。 

■
何
で
も
便
利
に
な
り
す
ぎ
て
、智
恵
を

絞
る
こ
と
を
怠
け
て
し
ま
い
が
ち
な
昨
今
。

P
A
L
で
は
、読
者
の
方
の
生
活
の
智
恵

情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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ホームページアドレス http://www.kubota-ci.co.jp

本 社  
東 京 本 社  
北海道支店 
東 北 支 店  
中 部 支 店  

(06)6648-2375 
(03)3287-3910 
(011)214-6291 
(022)267-8955 
(052)564-5145 

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 1 丁 目 2 番 4 7 号  
東京都千代田区丸の内1丁目8番2号第一鉄鋼ビルディング4階 
札幌市中央区北3条西3丁目1番25北3条ビルディング3階 
仙台市青葉区本町2丁目3番 1 0号仙台本町ビル 6階  
名古屋市中村区名駅3丁目2 2番 8号大東海ビル 2階  
 

556-8601  
100-0005 
060-0003 
980-0014  
450-0002  

中 国 支 店  
四 国 支 店  
九 州 支 店  
沖縄営業所 

(082)546-0490 
(087)836-3908 
(092)473-2453 
(098)868-1110 
 

広島市中区袋町4番2 5号明治安田生命広島ビル9階  
高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1 朝 日 生 命 高 松 ビ ル 6 階  
福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号住友生命博多ビル2階 
那覇市久茂地2丁目9番7号住友生命那覇久茂地ビル 

730-0036  
760-0050  
812-8691  
900-0015

●特別な操作をすることなく、36　の水道水を備蓄（貯水）します。  
●断水の際でも、普段通りに設定された水栓【台所推奨】を開くことで、
備蓄された水道水を取り出すことができます。  
●各種水栓(トイレ・バス・洗濯機・洗面・台所)を使用するたびに、貯水部
の複数箇所から水道水が取り出されるため、貯水部に新しい水道水が
備蓄されます。  

●断水時は、限定された水栓【台所推奨】以外からは、備蓄水がでない構
造を採用。不用意な流水を自動ストップします。  

●配管接続部を一面に集約し、一目で点検できます。 
なお、通常、特別なメンテナンスは必要ありません。 
 
 

一次側給水口 
（20A） 

万一の断水時に36　の飲料用水を備蓄。 
安心の住まいは 
 
 
「貯めてるゾー」が守ります。 

万一の断水時に36　の飲料用水を備蓄。 
安心の住まいは 
 
 
「貯めてるゾー」が守ります。 

社団法人日本水道協会認証登録品 

非常用貯水槽 
認証登録番号 
Ｚ－329

●耐圧性能 
●浸出性能 
●水撃限界性能 
●逆流防止性能 
 

性能項目 

貯水機能付防災ヘッダー 

地震など災害発生時にまず困るのが飲み水。各自

治体は、一日一人当り3　、3日間の飲料水の備蓄を

呼び掛けています。これは、4人家族の場合36　、

2　のペットボトルで18本分に相当します。クボタ

シーアイが開発した貯水機能付防災ヘッダー「貯

めてるゾー」は、耐震住宅において、これに相当す

る飲料用水を備蓄をします。備蓄水は新鮮な水道

水と入れ替わるため、備蓄水の買い替えなどは必

要ありません。水だけでなく、安心をも備蓄する「貯

めてるゾー」を防災対策に是非御役立てください。 

クボタシーアイポリブテンパイプま

たはクボタシーアイ架橋ポリエチレ

ン管がワンタッチで接続可能な継手

を内蔵してますから配管作業も簡単。 

保護材付 
ポリブテンパイプ 
（PB） 

保護材付 
架橋ポリエチレン管 

（PEX） 

配管には、ポリブテンパイプ/ 
架橋ポリエチレン管を 

●集合住宅にも設置可能な薄型設計です。（高さ242mm） 
●耐震住宅のデッドスペースに設置できますので、 
居住スペースや収納スペースに影響はありません。 
 

●集合住宅にも設置可能な薄型設計です。（高さ242mm） 
●耐震住宅のデッドスペースに設置できますので、 
居住スペースや収納スペースに影響はありません。 
 

●集合住宅にも設置可能な薄型設計です。（高さ242mm） 
●耐震住宅のデッドスペースに設置できますので、 
居住スペースや収納スペースに影響はありません。 
 

貯めてるゾーの特長 

メーター 
ボックス 

（社）日本水道協会認証登録品 

近日発売 

二次側給水口 
（13A） 

非
常
兼
用
 

給
水
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が
 

台
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場
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非
常
兼
用
 

給
水
栓
が
 

台
所
の
場
合
 


